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前
　
　
文

　
こ
の
計
画
は
、
国
土
利
用
計
画
法
第
７
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
佐
賀
県
の
区
域
に
つ
い
て
定
め
る
国
土
の
利
用
に
関
す
る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
の

計
画
（
以
下
「
県
計
画
」
と
い
う
。）
で
あ
り
、
全
国
の
区
域
に
つ
い
て
定
め
る
国
土
の
利
用
に
関
す
る
計
画
及
び
県
内
の
市
町
の
区
域
に
つ
い
て
定

め
る
国
土
の
利
用
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
市
町
村
計
画
」
と
い
う
。）
と
と
も
に
、
同
法
第
４
条
の
国
土
利
用
計
画
を
構
成
し
、
市
町
村
計
画
及
び

佐
賀
県
土
地
利
用
基
本
計
画
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
県
計
画
は
、
今
後
の
県
土
の
利
用
を
め
ぐ
る
経
済
社
会
の
大
き
な
変
化
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
、
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

１
　
県
土
の
利
用
に
関
す
る
基
本
構
想

　
�
　
県
土
利
用
の
基
本
方
針

ア
　
基
本
理
念

　
県
土
の
利
用
は
、
県
土
が
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る
県
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
る
と
と
も
に
、
生
活
及
び
生
産
を
通
ず
る
諸
活
動

の
共
通
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
公
共
の
福
祉
を
優
先
さ
せ
、
自
然
環
境
の
保
全
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
自
然
的
、
社
会
的
、
経
済

的
及
び
文
化
的
条
件
に
配
意
し
て
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
環
境
の
確
保
と
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
、
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
　
基
本
的
条
件
の
変
化

　
今
後
の
県
土
の
利
用
を
計
画
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
県
土
利
用
を
め
ぐ
る
次
の
よ
う
な
基
本
的
条
件
の
変
化
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

�
　
人
口
減
少
・
高
齢
化
社
会
の
到
来

　
本
県
の
人
口
は
国
勢
調
査
ベ
ー
ス
で
は
、
平
成
７
年
（
８８４
千
人
）
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
に
転
じ
て
お
り
、
今
後
も
東
部
地
域
（
鳥
栖

市
、　
三
養
基
郡
、
神
埼
郡
）
を
除
き
こ
の
傾
向
は
続
く
と
見
通
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
６５
歳
以
上
人
口
が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
（
高
齢
化
率
）
は
平
成
１２
年
に
２０
％
を
超
え
た
が
、
そ
の
後
も
高
ま
る
と
見
通
さ
れ
る
。
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総
世
帯
数
は
、
平
成
２２
年
頃
ま
で
増
加
し
た
後
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
単
独
世
帯
、
特
に
６５
歳
以
上
の
単
独
世
帯
は
そ

の
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
見
通
さ
れ
る
。

�
　
経
済
社
会
諸
活
動
の
変
化

　
人
口
の
減
少
・
高
齢
化
は
、
国
内
市
場
の
縮
小
、
若
年
労
働
力
の
減
少
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
生
産
性
の
伸
び
を
低
下
さ
せ
る
可
能
性

が
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
経
済
の
地
域
間
格
差
を
拡
大
さ
せ
る
方
向
に
作
用
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
進
展
、
東
ア
ジ
ア
の
急
速
な
経
済
成
長
等
に
よ
る
競
争
の
激
化
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
の
構
造
的
な
変
化
が

予
想
さ
れ
る
一
方
、
情
報
通
信
技
術
の
発
達
、
新
産
業
分
野
の
成
長
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
貿
易
の
拡
大
等
が
、
本
県
の
成
長
力
や
競
争
力

の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　
こ
の
た
め
、
地
域
に
よ
っ
て
は
土
地
の
収
益
性
や
利
便
性
に
対
応
し
た
新
た
な
集
積
な
ど
も
見
込
ま
れ
る
。

　
 一
方
、
県
民
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
の
中
で
、
例
え
ば
、
景
観
の
形
成
や
環
境
保
全
へ
の
関
心
の
高
ま
り
な
ど
、

土
地
利
用
を
経
済
的
利
益
の
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
公
益
的
観
点
か
ら
重
視
す
る
人
々
が
増
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
な
ど
に
よ
っ
て
人
々
の
行
動
範
囲
が
拡
大
し
た
結
果
、
例
え
ば
、
都
市
近
郊
で
の
大
規
模
集
客
施

設
の
立
地
と
既
存
中
心
市
街
地
で
の
低
未
利
用
地
の
増
加
が
行
政
界
を
越
え
て
連
動
す
る
な
ど
、
特
定
の
土
地
利
用
が
他
の
土
地
利
用
と
相

互
に
関
係
す
る
状
況
が
み
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
地
域
間
の
交
流
・
連
携
が
進
む
中
で
、
例
え
ば
、
森
林
づ
く
り
活
動
へ
の
都
市
住
民
の
参
加
な
ど
、
地
域
の
土
地
利
用
に
対
し

て
地
域
外
か
ら
も
含
め
て
様
々
な
主
体
が
関
与
す
る
状
況
も
み
ら
れ
る

�
　
土
地
利
用
の
動
向

　
総
世
帯
数
の
増
加
や
東
部
地
域
に
お
け
る
人
口
増
加
に
伴
う
土
地
需
要
が
当
面
み
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
地
目
間
の
土
地
利
用

転
換
は
鈍
化
す
る
と
と
も
に
、
市
街
化
圧
力
が
更
に
弱
ま
り
、
市
街
地
の
人
口
密
度
の
低
下
が
進
む
こ
と
が
見
通
さ
れ
る
。

　
都
市
内
に
お
い
て
は
、
一
部
の
利
便
性
の
高
い
地
区
で
の
人
口
増
加
の
一
方
、
そ
れ
以
外
の
地
区
で
の
人
口
減
少
が
見
通
さ
れ
る
中
、
既

存
市
街
地
の
空
洞
化
、
虫
食
い
状
に
増
加
す
る
低
未
利
用
地
な
ど
に
よ
り
、
土
地
利
用
効
率
の
低
下
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
都
市
周
辺
部
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
農
用
地
の
転
換
を
伴
っ
て
、
大
規
模
な
住
宅
団
地
や
商
業
施
設
等
が
立
地
し
て
き
た
が
、
住

宅
団
地
内
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
で
の
空
き
地
・
空
き
家
の
増
加
や
オ
ー
バ
ー
ス
ト
ア
状
況
と
み
ら
れ
る
中
で
の
商
業
施
設
等
の
撤
退

に
よ
る
地
域
環
境
の
悪
化
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
農
山
漁
村
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
空
き
地
・
空
き
家
の
増
加
と
と
も
に
、
担
い
手
の
不
足
等
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
中
山
間
地

域
の
畑
を
中
心
と
し
て
発
生
し
て
い
た
耕
作
放
棄
地
が
、
平
地
農
業
地
域
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
や
間
伐
等
の
手
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
荒
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廃
森
林
が
、
更
に
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て
、
県
土
の
管
理
水
準
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

ウ
　
計
画
期
間
に
お
け
る
県
土
利
用
の
課
題

　
本
計
画
に
お
け
る
課
題
は
、
限
ら
れ
た
県
土
資
源
を
前
提
と
し
て
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
有
効
に
活
用
し
、
必
要
に
応
じ
て
再
利
用
・
再
開
発

を
行
い
つ
つ
、
適
切
に
維
持
管
理
す
る
と
と
も
に
、
慎
重
な
配
慮
の
下
で
適
切
な
土
地
利
用
転
換
を
図
り
、
県
土
の
利
用
目
的
に
応
じ
た
区
分

（
以
下
「
利
用
区
分
」
と
い
う
。）
ご
と
の
個
々
の
土
地
需
要
の
量
的
な
調
整
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
全
体
と
し
て
は
土
地
利
用
転
換
圧
力
が
低
下
し
て
い
る
と
い
う
状
況
を
県
土
利
用
の
質
的
側
面
を
重
視
し
て
い
く
機
会
と
と
ら
え
、

県
土
利
用
の
質
的
向
上
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
含
め
県
土
利
用
の
総
合
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い
状
態
で
県
土
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

こ
と
、
す
な
わ
ち
「
持
続
可
能
な
県
土
管
理
」
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
持
続
可
能
な
県
土
管
理
と
い
う
課
題
へ
の
対
応
に
際
し
て
は
、
長
期
に
わ
た
る
内
外
の
潮
流
変
化
を
も
展
望
し
つ
つ
、
豊
か
な

生
活
や
活
力
あ
る
生
産
が
展
開
さ
れ
る
場
と
し
て
、
県
土
の
魅
力
を
総
合
的
に
向
上
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

�
　
土
地
需
要
の
量
的
調
整

　
都
市
的
土
地
利
用
（「
宅
地
、
一
般
道
路
等
主
と
し
て
人
工
的
施
設
に
よ
る
土
地
利
用
を
い
う
。」
以
下
同
じ
。）
に
つ
い
て
は
、
土
地
の

高
度
利
用
、
空
き
地
・
青
空
駐
車
場
等
の
低
未
利
用
地
の
有
効
利
用
の
促
進
に
よ
り
、
そ
の
合
理
化
及
び
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
計
画

的
に
良
好
な
市
街
地
の
形
成
と
再
生
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
農
林
業
的
土
地
利
用
を
含
む
自
然
的
土
地
利
用
（
森
林
、
河
川
、
海
浜
等
、
自
然
環
境
の
保
全
を
旨
と
し
て
維
持
す
べ
き
土
地
利
用
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）
に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
食
料
等
の
安
定
供
給
と
自
給
能
力
の
向
上
、
自
然
循
環
シ
ス
テ
ム
の
維
持
、
生
物

多
様
性
の
確
保
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
農
林
業
の
生
産
活
動
と
ゆ
と
り
あ
る
人
間
環
境
の
場
と
し
て
の
役
割
に
配
意
し
て
、
適
正
な
保
全
と
耕

作
放
棄
地
の
活
用
と
発
生
の
防
止
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
農
用
地
、
森
林
等
か
ら
宅
地
、
道
路
等
へ
の
土
地
利
用
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
今
後
は
全
体
と
し
て
そ
の
圧
力
が
弱
ま
る
と
見
通

さ
れ
る
が
、
土
地
利
用
の
可
逆
性
が
容
易
に
得
ら
れ
な
い
こ
と
、
生
態
系
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
の
様
々
な
循
環
系
や
景
観
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
等
に
か
ん
が
み
、
慎
重
な
配
慮
の
下
で
計
画
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

�
　
県
土
利
用
の
質
的
向
上

　
県
土
利
用
の
質
的
側
面
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
安
全
で
安
心
で
き
る
県
土
利
用
、
循
環
と
共
生
を
重
視
し
た
県
土
利
用
、
美
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し
く
ゆ
と
り
あ
る
県
土
利
用
と
い
っ
た
観
点
を
基
本
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
そ
の
際
、
こ
れ
ら
相
互
の
関
連
性
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

安
全
で
安
心
で
き
る
県
土
利
用

　
近
年
の
災
害
の
多
様
化
・
大
規
模
化
の
傾
向
や
、
地
震
・
津
波
の
発
生
の
懸
念
に
加
え
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
電
気
、
ガ
ス
、
上
・
下
水

道
、
通
信
等
）、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
ヘ
の
依
存
の
高
ま
り
、
県
土
の
管
理
水
準
の
低
下
や
高
齢
化
・
過
疎
化
に
伴

う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
な
ど
、
災
害
に
対
す
る
脆
弱
性
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
中
、
県
土
の
安
全
性
に
対
す
る
要
請
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
災
害
に
対
す
る
地
域
ご
と
の
特
性
を
踏
ま
え
た
適
正
な
県
土
の
利
用
を
基
本
と
し
つ
つ
、
被
災
時
の
被
害
の
最
小
化
を
図

る
「
減
災
」
の
考
え
方
や
海
水
面
上
昇
な
ど
気
候
変
動
の
影
響
へ
の
適
応
も
踏
ま
え
、
諸
機
能
の
適
正
な
配
置
、
防
災
拠
点
の
整
備
、
被

害
拡
大
の
防
止
や
復
旧
復
興
の
備
え
と
し
て
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
多
重
化
・
多
元
化
、
水
系
の
総
合
的
管

理
、
農
用
地
の
管
理
保
全
、
森
林
の
持
つ
県
土
保
全
機
能
の
向
上
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
県
土
の
安
全
性
を
総
合
的
に
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

循
環
と
共
生
を
重
視
し
た
県
土
利
用

　
地
球
温
暖
化
が
進
行
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
が
急
が
れ
る
状
況
や
、
地
球
規
模
で
の
生
態
系
の
危
機
等
、
自
然
の
物
質
循
環
へ

の
負
荷
の
増
大
に
伴
っ
て
生
じ
る
諸
問
題
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
に
伴
う
資
源
制
約
の
高
ま
り
や
我
が
国
の
消
費
資
源
の
安
定
確
保
に

係
る
懸
念
等
に
適
切
に
対
処
す
る
た
め
、
循
環
と
共
生
を
重
視
し
た
県
土
利
用
を
基
本
と
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
人
と
自
然
と
が
調
和
し
た
物
質
循
環
の
維
持
、
流
域
に
お
け
る
水
循
環
と
県
土
利
用
の
調
和
、
緑
地
・
水
面
等
の
活
用
に

よ
る
環
境
負
荷
の
低
減
、
都
市
的
土
地
利
用
に
当
た
っ
て
の
自
然
環
境
へ
の
配
慮
、
原
生
的
な
自
然
地
域
等
を
核
と
し
て
生
態
的
な
ま
と

ま
り
を
考
慮
し
た
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ
る
自
然
の
保
全
・
再
生
・
創
出
な
ど
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
の
シ
ス
テ
ム
に

か
な
っ
た
県
土
利
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

美
し
く
ゆ
と
り
あ
る
県
土
利
用

　
美
し
い
農
山
漁
村
や
落
ち
着
い
た
都
市
の
景
観
の
毀
損
、
生
活
環
境
や
自
然
環
境
の
悪
化
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
一
方
、
良
好
な
ま
ち
な

み
景
観
の
形
成
や
里
地
・
里
山
の
保
全
・
再
生
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
心
の
豊
か
さ
等
に
対
す
る
県
民
志
向
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、

安
全
面
や
環
境
面
も
含
め
、
人
と
自
然
の
営
み
の
調
和
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
美
し
く
ゆ
と
り
あ
る
県
土
利
用
を
更
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
た
め
、
ゆ
と
り
あ
る
都
市
環
境
の
形
成
、
農
山
漁
村
に
お
け
る
緑
豊
か
な
環
境
の
確
保
、
歴
史
的
・
文
化
的
風
土
の
保
存
、
地
域

の
自
然
的
・
社
会
的
条
件
等
を
踏
ま
え
た
個
性
あ
る
景
観
の
保
全
・
形
成
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
県
民
の
多
様
な
志
向
へ
適
切
に
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

�
　
県
土
利
用
の
総
合
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
等
に
よ
る
都
市
的
土
地
利
用
の
無
秩
序
な
拡
大
、
担
い
手
不
足
等
に
よ
る
自
然
的
土
地
利
用
の
減
少
や
管

理
水
準
の
低
下
等
、
土
地
利
用
上
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
中
で
、
県
土
の
利
用
を
総
合
的
に
と
ら
え
、
地
域
ご
と
に
土
地
利
用
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
県
土
利
用
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
の
合
意
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
慎
重
な
土
地
利
用
転
換
、
土
地
の
有
効
利
用
と

適
切
な
維
持
管
理
、
再
利
用
と
い
っ
た
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
管
理
す
る
視
点
や
、
県
土
利
用
の
質
的
向
上
な
ど
の
視
点
も
踏
ま
え
、
地
域
の

実
情
に
即
し
て
県
土
利
用
の
諸
問
題
に
柔
軟
か
つ
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
際
、
各
地
域
ご
と
に
、
都
市
的
土
地
利
用
と
自
然
的
土
地
利
用
の
適
切
な
配
置
と
組
合
せ
に
よ
り
調
和
あ
る
土
地
利
用
を
進
め
る
観

点
か
ら
、
土
地
利
用
の
影
響
の
広
域
性
を
踏
ま
え
、
地
域
間
の
適
切
な
調
整
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

�
　
県
民
と
県
土
の
関
係
の
新
た
な
流
れ
（
新
た
な
公
共
）
の
構
築

　
人
口
減
少
や
担
い
手
不
足
等
に
よ
っ
て
、
県
土
の
管
理
水
準
が
低
下
す
る
中
で
、
所
有
者
や
管
理
者
に
よ
る
本
来
の
営
み
や
諸
活
動
が
適

切
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
地
域
の
身
近
な
魅
力
や
資
源
を
自
ら
守
り
育
む
動
き
を
促
進
し
つ
つ
、
環
境
保
全
や
農
山
漁
村
、
耕

作
放
棄
地
、
森
林
な
ど
に
関
心
を
持
つ
県
民
、
C
SO
、
企
業
等
の
増
加
を
踏
ま
え
、
多
様
な
主
体
が
様
々
な
方
法
に
よ
り
県
土
の
適
切
な
管

理
・
維
持
に
協
働
・
参
加
す
る
動
き
（
新
た
な
公
共
）
を
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
�
　
地
域
類
型
別
の
県
土
利
用
の
基
本
方
向

　
都
市
、
農
山
漁
村
、
自
然
維
持
地
域
の
県
土
利
用
の
基
本
方
向
を
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

　
な
お
、
地
域
類
型
別
の
県
土
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
相
互
の
関
係
性
に
か
ん
が
み
、
各
地
域
類
型
を
別
個
に
と
ら
え
る
だ
け
で
な
く
、
相
互
の

機
能
分
担
、
交
流
・
連
携
と
い
っ
た
地
域
類
型
間
の
つ
な
が
り
を
双
方
向
的
に
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ア
　
都
市

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
展
等
の
中
で
、
拡
大
型
の
都
市
づ
く
り
か
ら
の
転
換
を
図
り
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
生
か
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街

地
形
成
に
留
意
し
つ
つ
、
地
域
の
中
心
と
な
る
都
市
の
拠
点
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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こ
の
た
め
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
な
ど
に
伴
う
県
民
の
生
活
・
就
業
活
動
の
広
域
化
の
実
態
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
の
役

割
や
規
模
に
応
じ
た
都
市
機
能
の
集
約
を
図
る
た
め
、
広
域
的
な
都
市
的
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
｢
広
域
拠
点
地
区
｣、
地
域
の
都
市
的
サ
ー
ビ
ス
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
｢
地
域
拠
点
地
区
｣、
集
落
や
郊
外
に
居
住
す
る
人
々
の
基
礎
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
｢
集
落
・
近
隣
生
活
拠
点

地
区
｣
と
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
の
核
と
な
る
地
区
の
形
成
を
図
る
。

　
あ
わ
せ
て
、
各
拠
点
間
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
地
区
で
不
足
し
て
い
る
都
市
的
サ
ー
ビ

ス
を
相
互
に
補
う
こ
と
で
住
民
の
暮
ら
し
や
す
さ
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
公
共
・
公
益
施
設
の
適
切
な
整
備
や
郊
外
の
無
秩
序
な
開
発
の
抑

制
等
に
よ
り
、
効
率
的
な
土
地
利
用
を
図
る
。

　
な
お
、
新
た
な
土
地
需
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
既
存
の
低
未
利
用
地
の
再
利
用
を
優
先
さ
せ
る
一
方
、
農
用
地
や
森
林
を
含
む
自
然
的
土
地

利
用
か
ら
の
転
換
は
抑
制
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

　
ま
た
、
自
然
条
件
や
防
災
施
設
の
整
備
状
況
を
考
慮
し
た
県
土
利
用
へ
の
誘
導
、
諸
機
能
の
分
散
配
置
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、

地
域
防
災
拠
点
の
整
備
、
オ
一
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
電
気
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
、
通
信
、
交
通
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
多
重
化
・
多
元
化

等
に
よ
り
、
災
害
に
対
す
る
安
全
性
を
高
め
、
災
害
に
強
い
都
市
構
造
の
形
成
を
図
る
。

　
あ
わ
せ
て
、
住
居
系
、
商
業
系
、
業
務
系
等
の
多
様
な
機
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
こ
と
、
健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
や
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
の
効
率
化
、
熱
環
境
改
善
の
た
め
の
緑
地
・
水
面
等
の
効
率
的
な
配
置
な
ど
に
よ
り
、
都
市
活
動
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な

い
都
市
の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
美
し
く
良
好
な
ま
ち
な
み
景
観
の
形
成
、
豊
か
な
居
住
環
境
の
創
出
、
緑
地
及
び
水
辺
空
間
に
よ
る
生
態

系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
等
を
通
じ
た
自
然
環
境
の
再
生
・
創
出
な
ど
に
よ
り
、
美
し
く
ゆ
と
り
あ
る
環
境
の
形
成
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
引
き
続
き
人
口
の
増
加
や
産
業
の
集
積
が
見
込
ま
れ
る
都
市
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
人
口
、
産
業
等
の
動
向
や
、
当
該
都
市
の
拠

点
性
の
高
ま
り
、
周
辺
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
域
と
の
交
流
・
連
携
の
進
展
の
状
況
等
を
見
通
し
、
自
然
条
件
に
配
慮
し
つ
つ
、
計
画
的

か
つ
適
切
な
土
地
利
用
を
推
進
す
る

イ
　
農
山
漁
村

　
農
山
漁
村
に
つ
い
て
は
、
生
産
と
生
活
の
場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
美
し
い
景
観
を
有
す
る
等
、
県
民
共
有
の
財
産
で

あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
良
好
な
生
活
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
農
林
水
産
業
の
展

開
、
地
域
産
業
の
振
興
や
地
域
に
適
合
し
た
諸
産
業
の
導
入
、
余
暇
需
要
へ
の
対
応
等
に
よ
り
総
合
的
に
就
業
機
会
を
確
保
し
、
健
全
な
地
域

社
会
を
築
く
。

　
こ
の
よ
う
な
対
応
の
中
で
、
優
良
農
用
地
及
び
森
林
を
確
保
し
、
そ
の
整
備
と
利
用
の
高
度
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
を
含
む
多
様

な
主
体
の
参
画
等
に
よ
り
県
土
資
源
の
適
切
な
管
理
を
図
る
。

　
ま
た
、
あ
わ
せ
て
二
次
的
自
然
と
し
て
の
農
山
漁
村
に
お
け
る
景
観
、
県
土
の
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
生
態
系
の
維
持
・
形
成
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を
図
る
と
と
も
に
、
都
市
と
の
機
能
分
担
や
交
流
・
連
携
を
促
進
す
る
こ
と
を
通
じ
、
効
率
的
な
土
地
利
用
を
図
る
。

　
特
に
、
農
業
の
規
模
拡
大
が
可
能
な
地
域
に
あ
っ
て
は
、
競
争
力
を
高
め
る
た
め
生
産
性
の
向
上
に
重
点
を
置
い
て
、
農
業
生
産
基
盤
の
整

備
と
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
の
担
い
手
へ
の
農
用
地
の
集
積
を
図
り
、
農
業
等
の
生
産
条
件
や
交
通
等
の
生
活
条
件
が
不
利
な
地
域

に
あ
っ
て
は
、
生
産
条
件
の
不
利
を
補
正
す
る
と
と
も
に
、
地
域
資
源
の
総
合
的
な
活
用
等
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
踏
ま
え
た
土
地
利
用
を

図
る
。

　
さ
ら
に
、
都
市
周
辺
の
農
地
と
宅
地
が
混
在
す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民
の
意
向
に
配
慮
し
つ
つ
、
農
村
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
良

好
な
生
産
及
び
生
活
環
境
の
一
体
的
な
形
成
を
進
め
、
農
業
生
産
活
動
と
地
域
住
民
の
生
活
環
境
が
調
和
す
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

計
画
的
か
つ
適
切
な
土
地
利
用
を
図
る
。

ウ
　
自
然
維
持
地
域

　
高
い
価
値
を
有
す
る
自
然
の
地
域
や
野
生
生
物
の
重
要
な
生
息
・
生
育
地
、
優
れ
た
自
然
の
風
景
地
な
ど
、
自
然
環
境
の
保
全
を
旨
と
し
て

維
持
す
べ
き
地
域
に
つ
い
て
は
、
県
土
の
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
上
、
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
野
生
生
物
の
生
息
・
生

育
空
間
の
適
切
な
配
置
や
連
続
性
を
確
保
し
つ
つ
、
自
然
環
境
が
劣
化
し
て
い
る
場
合
は
再
生
す
る
こ
と
等
に
よ
り
適
正
に
保
全
す
る
。

　
そ
の
際
、
外
来
生
物
の
侵
入
や
野
生
鳥
獣
被
害
等
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
然
環
境
デ
ー
タ
の
整
備
等
を
総
合
的
に
図
る
。

　
ま
た
、
適
正
な
管
理
の
下
で
、
自
然
の
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
自
然
体
験
・
学
習
等
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
の
利
用
を
図
る
。

　
�
　
利
用
区
分
別
の
県
土
利
用
の
基
本
方
向

　
利
用
区
分
別
の
県
土
利
用
の
基
本
方
向
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

　
な
お
、
各
利
用
区
分
を
別
個
に
と
ら
え
る
だ
け
で
な
く
、
安
全
で
安
心
で
き
る
県
土
利
用
、
循
環
と
共
生
を
重
視
し
た
県
土
利
用
、
美
し
く
ゆ

と
り
あ
る
県
土
利
用
と
い
っ
た
横
断
的
な
観
点
や
相
互
の
関
連
性
に
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ア
　
農
用
地

　
農
用
地
に
つ
い
て
は
、
競
争
力
の
高
い
魅
力
あ
る
農
業
の
実
現
や
無
秩
序
な
開
発
の
防
止
等
に
よ
り
、
他
用
途
へ
の
転
換
及
び
耕
作
放
棄
地

の
発
生
を
抑
制
し
、
必
要
な
農
用
地
の
整
備
と
確
保
を
図
る
。

　
ま
た
、
不
断
の
良
好
な
管
理
を
通
じ
て
、
農
業
が
有
す
る
安
全
で
質
の
高
い
食
料
の
供
給
、
県
土
や
環
境
の
保
全
、
美
し
い
田
園
景
観
の
形

成
な
ど
の
多
面
的
な
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
配
慮
し
た
農
業
生
産
の
推
進
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
市
街
化
区
域
内
農
地
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
有
効
利
用
を
図
る
。
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イ
　
森
林

　
森
林
に
つ
い
て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
源
対
策
と
し
て
の
適
切
な
森
林
施
業
の
実
施
、
森
林
資
源
の
成
熟
化
へ
の
対
応
、
木
材
の
需
給
動

向
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
将
来
世
代
が
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
緑
豊
か
で
美
し
い
森
林
づ
く
り
に
向
け
て
、
多
様
で

健
全
な
森
林
の
整
備
と
保
全
を
図
る
。

　
ま
た
、
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
積
極
的
に
緑
地
と
し
て
の
保
全
及
び
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
農
山
漁
村
集
落
周
辺
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
加
え
多
様
な
県
民
的
要
請
に
配
慮
し
つ
つ
、
適
正
な
利
用

を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
原
生
的
な
森
林
や
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育
す
る
森
林
等
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
べ
き
森
林
に
つ
い
て
は
、
そ
の
適
正
な

維
持
・
管
理
を
図
る
。

ウ
　
原
野

　
原
野
の
う
ち
、
湿
原
、
水
辺
植
生
、
野
生
生
物
の
生
息
・
生
育
地
等
貴
重
な
自
然
環
境
を
形
成
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
生
態
系
及
び

景
観
の
維
持
等
の
観
点
か
ら
保
全
を
基
本
と
し
、
劣
化
し
て
い
る
場
合
は
再
生
を
図
る
。

　
そ
の
他
の
原
野
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
自
然
環
境
を
形
成
す
る
機
能
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
適
正
な
利
用
を
図
る
。

エ
　
水
面
・
河
川
・
水
路

　
水
面
・
河
川
・
水
路
に
つ
い
て
は
、
河
川
氾
濫
地
域
に
お
け
る
安
全
性
の
確
保
、
よ
り
安
定
し
た
水
供
給
の
た
め
の
水
資
源
開
発
、
水
力
電

源
開
発
、
農
業
用
用
排
水
路
の
整
備
等
に
要
す
る
用
地
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
・
更
新
や
水
面
の
適
正
な
利
用

を
通
じ
て
、
既
存
用
地
の
持
続
的
な
利
用
を
図
る
。

　
ま
た
、
水
面
、
河
川
及
び
水
路
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
流
域
の
特
性
に
応
じ
た
健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
等
を
通
じ
、
自
然
環
境
の
保
全
・

再
生
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
自
然
の
水
質
浄
化
作
用
、
生
物
の
多
様
な
生
息
・
生
育
環
境
、
う
る
お
い
の
あ
る
水
辺
環
境
、
都
市
に
お
け
る

貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
熱
環
境
改
善
等
多
様
な
機
能
の
維
持
・
向
上
を
図
る
。

オ
　
道
路

　
道
路
の
う
ち
、
一
般
道
路
に
つ
い
て
は
、
地
域
間
の
交
流
・
連
携
を
促
進
し
、
県
土
の
有
効
利
用
及
び
良
好
な
生
活
・
生
産
基
盤
の
整
備
を

進
め
る
た
め
、
必
要
な
用
地
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
・
更
新
を
通
じ
て
、
既
存
用
地
の
持
続
的
な
利
用
を
図
る
。

　
一
般
道
路
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
道
路
の
安
全
性
、
快
適
性
等
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
道
路
が
有
す
る
空
間
機
能
で
あ
る
防
災
機
能
の
向

上
及
び
公
共
・
公
益
施
設
の
収
容
機
能
等
の
発
揮
に
配
意
す
る
と
と
も
に
、
環
境
の
保
全
に
十
分
配
慮
す
る
。
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特
に
市
街
地
に
お
い
て
は
、
環
境
施
設
帯
の
設
置
、
道
路
緑
化
の
推
進
等
に
よ
り
、
良
好
な
沿
道
環
境
の
保
全
・
創
造
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
農
道
及
び
林
道
に
つ
い
て
は
、
農
林
業
の
生
産
性
向
上
並
び
に
農
用
地
及
び
森
林
の
適
正
な
管
理
を
図
る
た
め
、
必
要
な
用
地
の
確

保
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
・
更
新
を
通
じ
て
既
存
用
地
の
持
続
的
な
利
用
を
図
る
。

　
な
お
、
農
道
及
び
林
道
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
自
然
環
境
の
保
全
に
十
分
配
慮
す
る
。

カ
　
住
宅
地

　
住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
成
熟
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
豊
か
な
住
生
活
の
実
現
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
秩
序
あ
る
市
街
地
形
成
の
観
点
か
ら
、
耐
震
・

環
境
性
能
を
含
め
た
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
住
宅
周
辺
の
生
活
関
連
施
設
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
な
が
ら
、
良
好

な
居
住
環
境
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
、
既
存
宅
地
の
有
効
利
用
を
原
則
と
し
て
、
必
要
な
用
地
の
確
保
を
図
る
。

　
特
に
、
都
市
地
域
に
お
い
て
は
、
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
つ
つ
、
土
地
利
用
の
高
度
化
や
低
未
利
用
地
の
有
効
利
用
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
、
道
路
の
整
備
な
ど
、
安
全
性
の
向
上
と
ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
居
住
環
境
の
確
保
を
図
る
。

キ
　
工
業
用
地

　
工
業
用
地
に
つ
い
て
は
、
環
境
の
保
全
等
に
配
慮
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
の
進
展
等
に
伴
う
産
業
の
高
付
加
価
値
化
や
構
造
変
化
、

地
域
資
源
を
重
視
し
た
工
場
の
立
地
動
向
、
産
業
・
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
、
地
域
産
業
活
性
化
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
、
質
の
高
い
低
コ
ス
ト
の
工
業
用
地
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
。

　
そ
の
際
、
地
域
社
会
と
の
調
和
及
び
公
害
防
止
措
置
の
充
実
を
図
る
。

　
ま
た
、
工
場
移
転
、
業
種
転
換
等
に
伴
っ
て
生
ず
る
工
場
跡
地
に
つ
い
て
は
、
土
壌
汚
染
調
査
や
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
良
好
な
都
市

環
境
の
整
備
等
の
た
め
、
ま
た
、
新
た
な
事
業
所
の
受
け
皿
と
し
て
有
効
利
用
を
図
る
。

ク
　
そ
の
他
の
宅
地

　
そ
の
他
の
宅
地
に
つ
い
て
は
、
再
開
発
等
に
よ
る
土
地
利
用
の
高
度
化
・
効
率
化
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
教
育
文
化
施
設
、
医
療
施
設
及

び
社
会
福
祉
施
設
等
の
都
市
福
利
施
設
の
整
備
や
商
業
の
活
性
化
並
び
に
良
好
な
生
活
環
境
の
形
成
や
経
済
の
活
性
化
に
配
慮
し
な
が
ら
、
既

存
用
地
の
有
効
利
用
を
原
則
と
し
て
必
要
な
用
地
の
確
保
を
図
る
。

　
ま
た
、
大
規
模
集
客
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
立
地
及
び
撤
退
に
際
し
て
の
地
域
経
済
社
会
へ
の
影
響
の
大
き
さ
に
か
ん
が
み
、
周
辺
を

含
め
た
地
域
の
合
意
形
成
を
前
提
に
慎
重
な
配
慮
の
下
で
の
立
地
を
検
討
す
る
。

ケ
　
公
共
施
設
用
地
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公
用
・
公
共
用
施
設
の
用
地
に
つ
い
て
は
、
県
民
生
活
上
の
重
要
性
と
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
て
、
必
要
な

用
地
の
確
保
を
図
る
。

　
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
耐
災
性
の
確
保
と
災
害
時
に
お
け
る
施
設
の
活
用
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
拡
散
を
防
ぐ
観
点
か
ら

空
き
家
・
空
き
店
舗
の
再
生
利
用
や
ま
ち
な
か
立
地
に
配
慮
す
る
。

　
ま
た
、
施
設
の
改
廃
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
遊
休
地
に
つ
い
て
は
、
優
先
的
な
再
利
用
を
図
る
ほ
か
、
処
分
に
当
た
っ
て
は
土
地
利
用
条
件
を

付
す
る
な
ど
、
当
該
施
設
が
地
域
で
果
た
し
て
き
た
役
割
に
配
慮
し
て
、
適
正
な
土
地
利
用
を
図
る
。

コ
　
低
未
利
用
地

　
都
市
内
及
び
そ
の
周
辺
に
散
在
す
る
空
き
地
、
青
空
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
等
の
低
未
利
用
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
で
新
た
な
土
地
需

要
が
あ
る
場
合
に
は
、
県
土
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
優
先
的
に
再
利
用
を
図
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
計
画
的
か
つ
適
正
な
活
用

を
促
進
す
る
。

　
農
山
漁
村
の
耕
作
放
棄
地
は
、
県
土
の
保
全
、
環
境
の
保
全
及
び
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
所
有
者
等
に
よ
る
適
切
な
管
理
に
加
え
、
県
民
、

C
SO
、
企
業
等
の
多
様
な
主
体
が
直
接
的
・
間
接
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
農
用
地
、
森
林
等
と
し
て
の
活
用
を

図
る
。

サ
　
沿
岸
域

　
沿
岸
域
に
つ
い
て
は
、
漁
業
、
海
上
交
通
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
各
種
利
用
へ
の
多
様
な
期
待
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
然
的
・
地
域
的
特

性
及
び
経
済
的
・
社
会
的
動
向
を
踏
ま
え
、
海
域
と
陸
域
と
の
一
体
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
総
合
的
利
用
を
図
る
。

　
こ
の
場
合
、
環
境
の
保
全
と
県
民
に
開
放
さ
れ
た
親
水
空
間
と
し
て
の
適
正
な
利
用
に
配
慮
す
る
。

　
ま
た
、
沿
岸
域
の
多
様
な
生
態
系
及
び
景
観
の
保
全
・
再
生
や
漂
着
ゴ
ミ
対
策
、
汚
濁
負
荷
対
策
を
図
る
と
と
も
に
、
県
土
の
保
全
と
安
全

性
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
海
岸
の
保
全
を
図
る
。

２
　
県
土
の
利
用
目
的
に
応
じ
た
区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標
及
び
そ
の
地
域
別
の
概
要

　
�
　
県
土
の
利
用
目
的
に
応
じ
た
区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標

ア
　
計
画
の
目
標
年
次
は
平
成
２９
年
と
し
、
基
準
年
次
は
平
成
１８
年
と
す
る
。



�� ����� �������� � � � � �������������

イ
　
県
土
の
利
用
に
関
し
て
基
礎
的
な
前
提
と
な
る
人
口
と
一
般
世
帯
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
２９
年
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
よ
そ
８２３
千
人
、
お

よ
そ
２８９
千
世
帯
と
想
定
す
る
。

ウ
　
県
土
の
利
用
区
分
は
、
農
用
地
、
森
林
、
宅
地
等
の
地
目
別
区
分
及
び
市
街
地
と
す
る
。

エ
　
県
土
の
利
用
区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標
に
つ
い
て
は
、
利
用
区
分
別
の
県
土
の
利
用
の
現
況
と
変
化
に
つ
い
て
の
調
査
に
基
づ
き
、
人
口
減

少
社
会
の
本
格
的
な
到
来
等
を
前
提
と
し
、
利
用
区
分
に
係
る
中
長
期
的
な
計
画
等
を
斟
酌
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
な
土
地
面
積
を
予
測
し
、

土
地
利
用
の
実
態
と
の
調
整
を
行
っ
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。　
　
　

オ
　
県
土
の
利
用
の
基
本
構
想
に
基
づ
く
平
成
２９
年
の
利
用
区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

カ
　
な
お
、
以
下
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
経
済
社
会
の
不
確
定
さ
な
ど
に
か
ん
が
み
、
弾
力
的
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ

る
。 
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表
　
県
土
の
利
用
目
的
に
応
じ
た
区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標

（
単
位
：
ha,％

）

構
　
成
　
比

　
平
成
２９
年

／
平
成
１８
年

平
成
２９
年

平
成
18
年

区
　
　
　
分

平
成
２９
年

平
成
１８
年

２１
.６
％

２２
.９
％

９４
.３
％

５２
,５８０

５５
,７６５

農
　
　
用
　
　
地

２１
.５
％

２２
.８
％

９４
.３
％

５２
,５００

５５
,７００

農
　
　
　

地

０
.０
％

０
.０
％

１２３
.１
％

８０
６５

採
草
放
牧
地

４５
.７
％

４５
.４
％

１００
.６
％

１１１
,５００

１１０
,８２４

森
　
　
　
　
　
林

０
.１
％

０
.１
％

１０２
.２
％

２００
１９６

原
　
　
　
　
　
野

５
.２
％

４
.９
％

１０６
.１
％

１２
,８００

１２
,０６５

水
面
・
河
川
・
水
路

６
.０
％

５
.７
％

１０４
.１
％

１４
,６００

１４
,０２３

道
　
　
　
　
　
路

７
.５
％

７
.１
％

１０６
.２
％

１８
,３００

１７
,２３６

宅
　
　
　
　
　
地

４
.４
％

４
.１
％

１０５
.４
％

１０
,６５０

１０
,１０８

住
　

宅
　

地

０
.５
％

０
.５
％

１１３
.９
％

１
,３４０

１
,１７６

工
業

用
地

２
.６
％

２
.４
％

１０６
.０
％

６
,３１０

５
,９５１

そ
の
他
の
宅
地

１３
.９
％

１３
.９
％

１００
.４
％

３３
,９８０

３３
,８４９

そ
　
　
の
　
　
他

１００
.０
％

１００
.０
％

１００
.０
％

２４３
,９６０

２４３
,９５８

合
　
　
　
　
　
計

－
－

１００
.４
％

５
,２００

５
,１７７

市
　
　
街
　
　
地

注
１
　
平
成
１８
年
の
区
分
別
面
積
は
、
佐
賀
県
調
べ
に
よ
る
。

２
　「
道
路
」
は
、
一
般
道
路
並
び
に
農
道
及
び
林
道
で
あ
る
。

３
　「
市
街
地
」
は
、「
国
勢
調
査
」
の
定
義
に
よ
る
人
口
集
中
地
区
で
あ
る
。
平
成
１８
年
欄
の
市
街
地
面
積
は
、
平
成
１７
年

の
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
集
中
地
区
の
面
積
で
あ
る
。

４
　
目
標
値
に
は
、
今
後
の
地
籍
調
査
結
果
に
よ
る
面
積
の
変
動
及
び
地
目
変
更
に
起
因
す
る
予
測
値
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。
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�
　
地
域
別
の
概
要

ア
　
地
域
設
定
の
考
え
方

　
地
域
区
分
に
つ
い
て
は
、
地
勢
、
自
然
、
歴
史
・
文
化
等
の
地
域
特
性
を
基
本
と
し
つ
つ
、
広
域
的
な
都
市
的
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
広
域
拠
点

地
区
と
周
辺
地
域
か
ら
な
る
生
活
圏
と
い
う
観
点
か
ら
県
内
を
中
部
地
域
、
東
部
地
域
、
北
西
部
地
域
、
南
部
地
域
の
４
地
域
と
し
た
。

　
な
お
、
地
域
設
定
は
一
律
的
な
区
分
で
は
困
難
で
あ
り
、
経
済
社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
の
中
で
そ
の
境
界
は
弾
力
的
な
も
の
と
認
識
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
イ
　
地
域
区
分

　
中
部
地
域
は
、
佐
賀
市
、
多
久
市
、
小
城
市
及
び
神
埼
市
の
４
市
と
し
た
。

　
東
部
地
域
は
、
鳥
栖
市
、
三
養
基
郡
基
山
町
、
上
峰
町
、
み
や
き
町
及
び
神
埼
郡
吉
野
ヶ
里
町
の
１
市
４
町
と
し
た
。

　
北
西
部
地
域
は
、
唐
津
市
、
伊
万
里
市
、
東
松
浦
郡
玄
海
町
及
び
西
松
浦
郡
有
田
町
の
２
市
２
町
と
し
た
。

　
南
部
地
域
は
、
武
雄
市
、
鹿
島
市
、
嬉
野
市
、
杵
島
郡
大
町
町
、
江
北
町
、
白
石
町
及
び
藤
津
郡
太
良
町
の
３
市
４
町
と
し
た
。

ウ
　
目
標
の
地
域
別
概
要

　
計
画
の
目
標
年
次
、
基
準
年
次
、
県
土
の
利
用
区
分
及
び
利
用
区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標
を
定
め
る
方
法
は
、「
�
県
土
の
利
用
目
的
に
応
じ

た
区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標
」
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
ま
た
、
平
成
２９
年
に
お
け
る
各
地
域
の
人
口
は
、
中
部
地
域
：３２４

千
人
（
対
平
成
１７
年
比
９４
.５
％
）、
東
部
地
域
：１４４

千
人
（
同
比
１０５
.９
％
）、

北
西
部
地
域
：
１９８
千
人
（
同
比
９０
.８
％
）、
南
部
地
域
：
１５７
千
人
（
同
比
９２
.９
％
）
程
度
と
な
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

　
な
お
、
以
下
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
経
済
社
会
の
不
確
定
さ
な
ど
に
か
ん
が
み
、
弾
力
的
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

�
　
農
用
地

　
農
用
地
の
う
ち
農
地
（
田
･
畑
）
に
つ
い
て
は
、
農
地
転
用
や
耕
作
放
棄
に
よ
っ
て
減
少
を
続
け
て
お
り
、
今
後
も
、
輸
入
圧
力
の
高
ま

り
、
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
、
開
発
圧
力
を
背
景
に
減
少
は
続
く
と
見
込
ま
れ
る
が
、
そ
の
減
少
幅
を
縮
小
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と

す
る
。

　
地
域
別
に
は
、
中
部
地
域
が
１９
,２００
ha（
対
平
成
１８
年
比
：
 ９６
.２
％
、
７５０
ha
の
減
）、
東
部
地
域
が
５
,０００
ha（
同
比
：
９３
.５
％
、
３５０
ha
の

減
）、
北
西
部
地
域
が
１１
，
８００
ha（
同
比
：
９０
.３
％
、
１
,２７０
ha
の
減
）、
南
部
地
域
が
１６
,５００
ha（
同
比
：
９５
.２
％
、
８３０
ha
の
減
）
程
度
と

な
る
。
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�
　
森
林

　
森
林
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
・
採
石
場
等
へ
の
土
地
利
用
転
換
に
よ
っ
て
減
少
す
る
も
の
の
、
耕
作
放
棄
地
へ
の
植
林
の
継
続
に
よ
っ

て
現
状
維
持
を
目
標
と
す
る
。

　
地
域
別
に
は
、
中
部
地
域
が
３１
,１００
ha（
対
平
成
１８
年
比
：
 １００

.１
%
、
２７
ha
の
増
）、
東
部
地
域
が
６
,４００
ha（
同
比
：
１００
.０
％
、
１
ha

の
減
）、
北
西
部
地
域
が
４４
,９００
ha（
同
比
：
１００
.８
％
、
３５０
ha
の
増
）、
南
部
地
域
が
２９
,１００
ha（
同
比
：
１０１
.０
％
、
３００
ha
の
増
）
程
度
と

な
る
。

�
　
原
野

　
原
野
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
と
も
現
状
の
ま
ま
推
移
す
る
。

�
　
水
面
・
河
川
・
水
路

　
水
面
・
河
川
・
水
路
に
つ
い
て
は
、
建
設
中
の
ダ
ム
の
完
成
、
河
川
改
修
等
に
よ
っ
て
増
加
し
、
地
域
別
に
は
、
中
部
地
域
が
５
,３００
ha

（
対
平
成
１８
年
比
：
１０８
.１
％
、
３９７
 ha
の
増
）、
東
部
地
域
が
１
,１００
ha（
同
比
：
１０７
.３
％
、
７５
 ha
の
増
）、
北
西
部
地
域
が
２
,７００
ha（
同

比
：
１０６
.６
％
、
１６６
 ha
の
増
）、
南
部
地
域
が
３
,７００
ha（
同
比
：
１０２
.７
％
、
９７
 ha
の
増
）
程
度
と
な
る
。

�
　
道
路

　
道
路
に
つ
い
て
は
、
一
般
道
路
、
林
道
の
整
備
に
よ
っ
て
増
加
し
、
地
域
別
に
は
、
中
部
地
域
が
４
，
８００
ha（
対
平
成
１８
年
比
：
 １０３
.０
％
、

１４１
ha
の
増
）、
東
部
地
域
が
１
,７０ ０
ha（
同
比
：
１０３
.６
％
、
５９
ha
の
増
）、
北
西
部
地
域
が
４
,３００
ha（
同
比
：
１０５
.６
％
、
２２９
ha
の
増
）、
南

部
地
域
が
３
,８００
ha（
同
比
：
１０４
.０
％
、
１４７
 ha
の
増
）
程
度
と
な
る
。

�
　
宅
地

　
宅
地
の
う
ち
、
住
宅
地
及
び
そ
の
他
の
宅
地
（
商
業
等
業
務
用
地
、
非
課
税
宅
地
等
）
に
つ
い
て
は
、
当
面
の
世
帯
数
の
増
加
や
既
存
市

街
地
と
郊
外
農
用
地
等
と
の
価
格
差
等
を
背
景
に
、
土
地
利
用
転
換
を
伴
う
新
規
造
成
等
に
よ
っ
て
増
加
は
続
く
が
、
既
存
宅
地
や
低
未
利

用
地
の
有
効
利
用
、
無
秩
序
な
開
発
の
抑
制
等
に
よ
っ
て
、
そ
の
増
加
幅
を
縮
小
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

　
住
宅
地
に
つ
い
て
、
地
域
別
に
は
、
中
部
地
域
が
４
,１００
ha（
対
平
成
１８
年
比
：
 １０７

.６
％
、
２８８
 ha
の
増
）、
東
部
地
域
が
１
,６５０
ha（
同

比
：
１０６
.８
％
、
１０４
 ha
の
増
）、
北
西
部
地
域
が
２
,５５０
ha（
同
比
：
１０４
.８
％
、
１１７
ha
の
増
）、
南
部
地
域
が
２
,３５０
ha（
同
比
：
１０１
.４
％
、

３２
ha
の
増
）
程
度
と
な
る
。
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そ
の
他
の
宅
地
に
つ
い
て
、
地
域
別
に
は
、
中
部
地
域
が
２
,４６０
ha（
対
平
成
１８
年
比
：
 １０７
.５
％
、
１７２
 ha
の
増
）、
東
部
地
域
が
１
,２２０
ha

（
同
比
：
１０９
.５
％
、
１０６
ha
の
増
）、
北
西
部
地
域
が
１
,４００
ha（
同
比
：
１０４
.３
％
、
５７
 ha
の
増
）、
南
部
地
域
が
１
,２３０
ha（
同
比
：
１０１
.９
％
、

２３
 ha
の
増
）
程
度
と
な
る
。

　
工
業
用
地
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
数
の
減
少
、
経
済
の
ソ
フ
ト
化
・
サ
ー
ビ
ス
化
等
に
よ
っ
て
、
現
状
維
持
程
度
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る

が
、
新
規
造
成
に
よ
る
増
加
を
目
標
と
す
る
。

　
地
域
別
に
は
、
中
部
地
域
が
３４０
ha（
対
平
成
１８
年
比
：
 １０７

.９
％
、
２５
ha
の
増
）、
東
部
地
域
が
４３０
ha（
同
比
：
１１４
.７
％
、
５５
ha
の
増
）、

北
西
部
地
域
が
３５０
ha（
同
比
：
１１７
.８
％
、
５３
 ha
の
増
）、
南
部
地
域
が
２２０
ha（
同
比
：
１１６
.４
％
、
３１
 ha
の
増
）
程
度
と
な
る
。

�
　
市
街
地

　
市
街
地
（
人
口
集
中
地
区
）
の
面
積
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
に
伴
い
縮
小
が
見
込
ま
れ
る
が
、
拡
大
型
の
都
市
づ
く
り
か
ら
転
換
し
、

既
存
ス
ト
ッ
ク
を
生
か
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
形
成
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
集
中
地
区
へ
の
居
住
割
合
を
増
加
さ
せ
、
現
状
維
持

を
目
標
と
す
る
。

　
地
域
別
に
は
、
中
部
地
域
が
２
,７００
ha（
対
平
成
１７
年
比
：
９８
.９
％
、
２９
ha
の
減
）、
東
部
地
域
が
９００
ha（
同
比
：
１０７
.４
％
、
６２
ha
の
増
）、

北
西
部
地
域
が
１
,２００
ha（
同
比
：
１００
.２
％
、
２
ha
の
増
）、
南
部
地
域
が
４００
ha（
同
比
：
９７
.１
％
、
１ ２
ha
の
減
）
程
度
と
な
る
。

３
　
２
に
掲
げ
る
事
項
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
の
概
要

　
２
に
掲
げ
る
事
項
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
措
置
に
つ
い
て
は
、「
安
全
で
安
心
で
き
る
県
土
利
用
」、「

循
環
と
共
生
を
重
視
し
た
県
土
利
用
」、「

美
し
く
ゆ
と
り
あ
る
県
土
利
用
」

等
の
観
点
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
上
で
実
施
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
�
　
公
共
の
福
祉
の
優
先

　
土
地
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
を
優
先
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
所
在
す
る
地
域
の
自
然
的
、
社
会
的
、
経
済
的
及
び
文
化
的
諸
条
件
に
応

じ
て
適
正
な
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

　
こ
の
た
め
、
各
種
の
規
制
措
置
、
誘
導
措
置
等
を
通
じ
た
総
合
的
な
対
策
の
実
施
を
図
る
。

　
�
　
国
土
利
用
計
画
法
等
の
適
切
な
運
用

　
国
土
利
用
計
画
法
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
土
地
利
用
関
係
法
の
適
切
な
運
用
、
ま
た
、
本
計
画
及
び
市
町
村
計
画
等
の
地
域
の
土
地
利
用
に
関

す
る
計
画
を
基
本
と
し
た
計
画
的
な
調
整
を
通
じ
て
、
県
土
利
用
の
総
合
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
土
地
利
用
の
確
保

と
地
価
の
安
定
を
図
る
。
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そ
の
際
、
土
地
利
用
の
影
響
の
広
域
性
を
踏
ま
え
、
関
係
行
政
機
関
相
互
間
の
適
切
な
調
整
を
図
る
。

　
�
　
地
域
整
備
施
策
の
推
進

　
地
域
の
個
性
や
多
様
性
を
生
か
し
つ
つ
、
地
域
間
の
機
能
分
担
と
交
流
・
連
携
を
促
進
し
、
地
域
の
活
性
化
と
自
立
的
な
発
展
を
図
る
こ
と
を

通
じ
て
、
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
地
域
整
備
施
策
を
推
進
し
、
都
市
及
び
農
山
漁
村
に
お
け
る
総
合
的
環

境
の
整
備
を
図
る
。

　
そ
の
際
、
事
業
の
計
画
等
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
的
側
面
、
経
済
的
側
面
、
環
境
的
側
面
な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
に
配
慮
す
る
。

　
�
　
県
土
の
保
全
と
安
全
性
の
確
保

ア
　
治
水
・
防
災
対
策
、
水
資
源
の
確
保
等

　
県
土
の
保
全
と
安
全
性
の
確
保
の
た
め
、
水
系
ご
と
の
河
川
、
ダ
ム
等
の
治
水
施
設
等
の
整
備
と
流
域
内
の
土
地
利
用
と
の
調
和
、
地
形
等

自
然
条
件
と
土
地
利
用
配
置
と
の
適
合
性
、
風
水
害
・
豪
雪
・
高
潮
、
地
震
・
津
波
へ
の
対
応
に
配
慮
し
つ
つ
、
適
正
な
県
土
利
用
へ
の
誘
導

を
図
る
と
と
も
に
、
治
山
、
砂
防
、
ク
リ
ー
ク
防
災
、
海
岸
保
全
施
設
等
の
保
全
施
設
整
備
を
推
進
す
る
。

　
ま
た
、
渇
水
に
備
え
る
た
め
、
安
定
し
た
水
資
源
の
確
保
、
水
利
用
の
合
理
化
、
水
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
等
の
総
合
的
な
対
策
を
推
進
す
る
。

　
さ
ら
に
、
佐
賀
・
白
石
平
野
に
お
け
る
地
下
水
採
取
に
よ
る
地
盤
沈
下
に
対
応
す
る
た
め
、
水
源
転
換
、
用
排
水
路
等
の
機
能
確
保
対
策
を

推
進
す
る
。

イ
　
適
正
な
森
林
管
理

　
森
林
の
持
つ
県
土
の
保
全
と
安
全
性
の
確
保
に
果
た
す
機
能
の
向
上
を
図
る
た
め
、
流
域
を
基
本
的
な
単
位
と
し
、
地
域
特
性
に
応
じ
て
、

間
伐
等
森
林
の
整
備
、
保
安
林
の
適
切
な
管
理
及
び
治
山
施
設
の
整
備
等
を
進
め
、
森
林
の
管
理
水
準
の
向
上
を
図
る
。

　
そ
の
際
、
森
林
路
網
や
機
械
化
等
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
地
域
材
の
利
用
並
び
に
、
生
産
、
流
通
及
び
加
工
段
階
に
お
け
る
条

件
整
備
、
林
業
の
担
い
手
の
育
成
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
森
林
管
理
へ
の
国
民
の
理
解
と
参
加
、
山
村
に
お
け
る
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る

な
ど
、
森
林
管
理
の
た
め
の
基
礎
条
件
を
整
備
す
る
。

ウ
　
危
機
管
理
の
充
実

　
県
土
に
お
け
る
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、
保
全
施
設
や
地
域
防
災
拠
点
の
整
備
、
諸
機
能
の
分
散
配
置
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
多
重
化
・
多
元
化
等
を
図
る
と
と
も
に
、
水
害
時
に
お
け
る
浸
水
想
定
区
域
及
び
そ
の
水
深
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
公
表
・
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周
知
や
警
戒
区
域
の
指
定
等
に
よ
る
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
や
災
害
に
配
慮
し
た
土
地
利
用
へ
の
誘
導
を
図
る
。

　
ま
た
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
る
水
防
情
報
や
地
震
・
津
波
情
報
の
迅
速
な
伝
達
を
図
る
。

　
�
　
環
境
の
保
全
と
美
し
い
県
土
の
形
成

ア
　
地
球
環
境
の
保
全
と
土
地
利
用

　
地
球
温
暖
化
対
策
を
加
速
し
、
低
炭
素
社
会
の
構
築
を
目
指
す
と
と
も
に
、
良
好
な
大
気
環
境
の
保
全
、
太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
導
入
、
公
共
交
通
機
関
の
整
備
・
利
用
促
進
や
円
滑
な
交
通
体
系
の
構
築
、
省
C
O
２ 型
物
流
体
系
の
形
成
な
ど
、
環
境
負
荷

の
小
さ
な
都
市
等
の
構
造
や
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に
向
け
て
適
切
な
土
地
利
用
を
図
る
。

　
ま
た
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
な
る
森
林
や
都
市
等
の
緑
の
適
切
な
保
全
・
整
備
を
図
る
。

イ
　
循
環
型
社
会
の
形
成
と
土
地
利
用

　
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）、
再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
３
Ｒ
を
一

層
進
め
る
と
と
も
に
、
発
生
し
た
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を
行
う
た
め
の
広
域
的
・
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
た
め
、
環
境
の
保
全
に

十
分
配
慮
し
つ
つ
、
必
要
な
用
地
の
確
保
を
図
る
。

　
ま
た
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
等
の
不
適
正
処
理
の
防
止
と
適
切
か
つ
迅
速
な
原
状
回
復
に
努
め
る
。

ウ
　
生
活
環
境
の
保
全
と
土
地
利
用

　
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
大
気
汚
染
、
騒
音
等
の
著
し
い
交
通
施
設
等
の
周
辺
に
お
い
て
、
緑
地
帯
の
設
置
、
倉
庫
、
事
業
所
等
の

適
切
な
施
設
の
誘
導
等
に
よ
り
土
地
利
用
の
適
正
化
を
図
る
。

　
ま
た
、
緩
衝
緑
地
の
設
置
や
住
居
系
、
商
業
系
、
工
業
系
等
の
用
途
区
分
に
応
じ
た
適
正
な
土
地
利
用
へ
の
誘
導
を
進
め
る
。

エ
　
水
環
境
保
全
等
と
土
地
利
用

　
農
用
地
や
森
林
の
適
切
な
維
持
管
理
、
雨
水
の
地
下
浸
透
の
促
進
、
環
境
用
水
の
確
保
、
都
市
に
お
け
る
下
水
処
理
水
の
効
果
的
利
用
、
水

辺
地
等
の
保
全
に
よ
る
河
川
、
湖
沼
及
び
沿
岸
域
の
自
然
浄
化
能
力
の
維
持
・
回
復
、
地
下
水
の
適
正
な
利
用
等
を
通
じ
、
水
環
境
へ
の
負
荷

を
低
減
し
、
健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
を
図
る
。

　
特
に
、
閉
鎖
性
水
域
に
流
入
す
る
流
域
に
お
い
て
、
水
質
保
全
に
資
す
る
よ
う
、
生
活
排
水
、
工
場
・
事
業
場
の
排
水
に
よ
る
汚
濁
負
荷
及

び
市
街
地
、
農
用
地
等
か
ら
の
面
源
負
荷
の
削
減
対
策
や
、
緑
地
の
保
全
そ
の
他
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
の
土
地
利
用
制
度
の
適
切
な
運
用
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に
努
め
る
。

　
ま
た
、
土
壌
汚
染
の
防
止
と
汚
染
土
壌
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
努
め
る
。

オ
　
自
然
環
境
保
全
と
土
地
利
用

　
高
い
価
値
を
有
す
る
原
生
的
な
自
然
に
つ
い
て
は
、
公
有
地
化
や
厳
格
な
行
為
規
制
等
に
よ
り
厳
正
な
保
全
を
図
る
。

　
野
生
生
物
の
生
息
・
生
育
、
自
然
風
景
、
稀
少
性
等
の
観
点
か
ら
み
て
優
れ
て
い
る
自
然
に
つ
い
て
は
、
行
為
規
制
等
に
よ
り
適
正
な
保
全

を
図
る
。

　
二
次
的
な
自
然
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
農
林
漁
業
活
動
や
民
間
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
保
全
活
動
の
促
進
、
必
要
な
施
設
の
整
備
等
を
通
じ
て

自
然
環
境
の
維
持
・
形
成
を
図
る
。

　
自
然
が
劣
化
・
減
少
し
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
自
然
の
再
生
・
創
出
に
よ
り
質
的
向
上
・
量
的
確
保
を
図
る
。

　
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
生
物
の
多
様
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
外
来
生
物
の
侵
入
防
止
や
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
配
慮

す
る
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
の
特
性
に
応
じ
て
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
確
保
す
る
。
さ
ら
に
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
防
止
や
健
全
な

地
域
個
体
群
の
維
持
を
図
る
た
め
、
科
学
的
・
計
画
的
な
保
護
管
理
を
図
る
。

カ
　
総
合
的
な
土
砂
管
理
の
取
組
の
推
進

　
安
全
･
環
境
･
景
観
に
配
慮
し
つ
つ
、
海
岸
侵
食
対
策
や
下
流
へ
の
土
砂
供
給
な
ど
山
地
か
ら
海
岸
ま
で
の
一
貫
し
た
総
合
的
な
土
砂
管
理

の
取
組
の
推
進
等
を
通
じ
て
、
土
砂
の
移
動
等
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
美
し
い
山
河
や
白
砂
青
松
の
海
岸
の
保
全
･
再
生
を
図
る
。

　
ま
た
、
土
砂
採
取
に
あ
た
っ
て
は
、
環
境
･
景
観
保
全
や
経
済
社
会
活
動
な
ど
に
配
慮
し
つ
つ
適
切
な
管
理
を
図
る
。

キ
　
文
化
財
等
の
適
切
な
保
護
と
活
用
及
び
良
好
な
景
観
形
成
の
推
進

　
歴
史
的
風
土
の
保
存
、
文
化
財
の
保
護
等
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
そ
の
活
用
を
図
る
。

　
ま
た
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
計
画
的
な
取
組
を
通
じ
て
、
都
市
に
お
い
て
は
、
美
し
く
良
好
な
ま
ち
な
み
景
観
や
緑
地
・
水
辺
景
観
の
形

成
、
農
山
漁
村
に
お
い
て
は
、
二
次
的
自
然
と
し
て
の
景
観
の
維
持
・
形
成
を
図
る
。

ク
　
環
境
影
響
評
価
等

　
良
好
な
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
事
業
の
実
施
段
階
に
お
い
て
、
環
境
影
響
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
、
事
業
の
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
公
共
事

業
等
の
位
置
･
規
模
等
の
検
討
段
階
に
お
い
て
、
環
境
的
側
面
の
検
討
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
適
切
な
環
境
配
慮
を
促
進
し
、
土
地
利
用
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の
適
正
化
を
図
る
。

　
�
　
土
地
利
用
の
転
換
の
適
正
化

ア
　
自
然
的
土
地
利
用
か
ら
の
転
換

　
自
然
的
土
地
利
用
か
ら
の
転
換
を
図
る
場
合
に
は
、
そ
の
転
換
の
不
可
逆
性
及
び
影
響
の
大
き
さ
に
十
分
留
意
し
た
上
で
、
人
口
及
び
産
業

の
動
向
、
周
辺
の
土
地
利
用
の
状
況
、
社
会
資
本
の
整
備
状
況
そ
の
他
の
自
然
的
・
社
会
的
条
件
を
勘
案
し
て
適
正
に
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
特
に
、
農
用
地
が
減
少
し
、
主
に
宅
地
が
増
加
し
て
い
る
一
方
、
低
未
利
用
地
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
低
未
利
用
地
の
有
効

活
用
を
通
じ
て
、
自
然
的
土
地
利
用
か
ら
の
転
換
を
抑
制
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

イ
　
大
規
模
な
土
地
利
用
の
転
換

　
大
規
模
な
土
地
利
用
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
そ
の
影
響
が
広
範
で
あ
る
た
め
、
周
辺
地
域
を
も
含
め
て
事
前
に
十
分
な
調
査
を
行
い
、
県
土

の
保
全
と
安
全
性
の
確
保
、
環
境
の
保
全
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
適
正
な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
意
向
等
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
適
切
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
市
町
の
基
本
構
想
な
ど
の
地
域
づ
く
り
の
総
合
的

な
計
画
、
公
共
用
施
設
の
整
備
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
計
画
等
と
の
整
合
を
図
る
。

ウ
　
小
規
模
開
発
が
集
中
す
る
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
の
転
換

　
特
に
都
市
周
辺
に
お
い
て
、
農
用
地
か
ら
宅
地
へ
の
土
地
利
用
転
換
を
伴
う
小
規
模
な
開
発
が
集
中
す
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
結
果
と
し
て
、

住
宅
、
商
業
施
設
等
の
無
秩
序
な
配
置
に
よ
り
、
地
域
の
生
活
環
境
の
悪
化
や
農
用
地
の
有
効
利
用
を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
制
度
の

的
確
な
運
用
等
の
検
討
を
通
じ
、
計
画
的
な
土
地
利
用
を
図
る
。

　
�
　
土
地
の
有
効
利
用
の
促
進

ア
　
農
用
地

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
の
担
い
手
へ
の
農
用
地
の
利
用
集
積
を
図
る
。

　
ま
た
、
利
用
度
の
低
い
農
用
地
に
つ
い
て
、
農
業
生
産
法
人
以
外
の
法
人
の
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
農
業
参
入
や
、
不
作
付
地
の
解
消
、
裏
作

作
付
の
積
極
的
拡
大
等
、
有
効
利
用
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。
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イ
　
森
林

　
森
林
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
面
的
機
能
が
高
度
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
整
備
・
保
全
を
行
う
と
と
も
に
、
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全

な
発
展
を
図
る
。

　
ま
た
、
美
し
い
景
観
や
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
癒
し
の
場
と
し
て
、
価
値
の
高
い
森
林
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
教
育
や
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
利
用
の
場
と
し
て
総
合
的
な
利
用
を
図
る
。
加
え
て
、
森
林
の
整
備
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
地
域
材
の
利
用
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
活
用
を
促
進
す
る
。

ウ
　
水
面
・
河
川
・
水
路

　
水
面
・
河
川
・
水
路
に
つ
い
て
は
、
治
水
及
び
利
水
の
機
能
発
揮
に
留
意
し
つ
つ
、
生
物
の
多
様
な
生
息
・
生
育
環
境
と
し
て
の
機
能
の
発

揮
の
た
め
に
必
要
な
水
量
・
水
質
の
確
保
や
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
景
観
と
一
体
と
な
っ
た
水
辺
空
間
や
水
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の

場
の
形
成
を
図
る
。

エ
　
道
路

　
道
路
に
つ
い
て
は
、
特
に
市
街
地
の
道
路
に
お
い
て
、
公
共
・
公
益
施
設
の
共
同
溝
へ
の
収
容
、
電
線
類
の
地
中
化
、
道
路
緑
化
等
を
推
進

し
て
、
良
好
な
ま
ち
な
み
景
観
の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
空
間
の
有
効
利
用
に
資
す
る
。

オ
　
住
宅
地

　
住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
居
住
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
ま
ち
な
か
居
住

の
促
進
、
郊
外
の
住
宅
団
地
の
再
生
、
住
宅
の
長
寿
命
化
、
既
存
住
宅
の
市
場
整
備
を
通
じ
て
持
続
的
な
利
用
を
図
る
。

　
ま
た
、
主
と
し
て
都
市
地
域
に
お
い
て
は
、
低
未
利
用
地
の
活
用
等
に
よ
る
市
街
地
の
再
開
発
等
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
安
全
性
の
向
上

と
ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
環
境
の
確
保
に
配
慮
し
つ
つ
、
住
宅
地
の
高
度
利
用
に
努
め
る
。

カ
　
低
未
利
用
地

　
低
未
利
用
地
の
う
ち
、
都
市
の
低
未
利
用
地
に
つ
い
て
は
、
再
開
発
用
地
や
防
災
・
自
然
再
生
等
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
公
共
・

公
益
施
設
用
地
、
居
住
用
地
、
事
業
用
地
等
と
し
て
の
再
利
用
を
図
る
。

　
特
に
、
既
存
の
中
心
市
街
地
内
の
低
未
利
用
地
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
再
生
の
観
点
か
ら
、
土
地
の
所
有
者
に
対
し
て
、
定
期
借
地
権
制
度

の
活
用
等
に
よ
る
有
効
な
土
地
利
用
や
良
好
な
土
地
管
理
を
図
る
よ
う
誘
導
す
る
。

　
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
農
用
地
、
森
林
等
と
し
て
の
活
用
を
積
極
的
に
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
周
辺
土
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地
利
用
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
施
設
用
地
等
へ
の
転
換
に
努
め
る
。

　
�
　
県
民
協
働
に
よ
る
県
土
管
理
の
推
進

　
土
地
所
有
者
以
外
の
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
生
か
し
て
、
県
土
の
管
理
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
土
の
管
理
水
準
の
向
上
な
ど
直
接

的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、
地
域
へ
の
愛
着
の
き
っ
か
け
や
、
地
域
に
お
け
る
交
流
促
進
、
土
地
所
有
者
の
管
理
に
対
す
る
関
心
の
喚
起
な
ど
適
切

な
県
土
の
利
用
に
資
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
こ
の
た
め
、
国
や
県
、
市
町
に
よ
る
公
的
な
役
割
、
所
有
者
等
に
よ
る
適
切
な
管
理
に
加
え
、
森
林
づ
く
り
活
動
、
農
地
・
農
道
・
農
業
用
水

路
等
の
地
域
資
源
の
保
全
管
理
活
動
へ
の
参
加
や
、
地
元
農
産
品
や
地
域
材
製
品
の
購
入
、
緑
化
活
動
に
対
す
る
寄
付
な
ど
、
所
有
者
、
地
域
住
民
、

企
業
、
行
政
、
他
地
域
の
住
民
な
ど
多
様
な
主
体
が
様
々
な
方
法
に
よ
り
県
土
の
適
切
な
管
理
に
参
画
し
て
い
く
、「
県
民
協
働
に
よ
る
県
土
管

理
」
の
取
組
を
推
進
す
る
。

　
�
　
県
土
に
関
す
る
調
査
の
推
進
及
び
成
果
の
普
及
啓
発

　
県
土
を
科
学
的
か
つ
総
合
的
に
把
握
す
る
た
め
、
地
籍
調
査
を
早
期
に
完
了
す
る
と
と
も
に
、
土
地
基
本
調
査
、
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査
等
、

県
土
に
関
す
る
基
礎
的
な
調
査
を
推
進
す
る
。

　
�
　
指
標
の
活
用

　
持
続
可
能
な
県
土
管
理
に
資
す
る
た
め
、
計
画
の
推
進
等
に
当
た
っ
て
各
種
指
標
の
活
用
を
図
る
。

　
ま
た
、
今
後
の
県
土
の
利
用
を
め
ぐ
る
経
済
社
会
の
大
き
な
変
化
を
踏
ま
え
、
計
画
策
定
よ
り
概
ね
５
年
後
に
計
画
の
総
合
的
な
点
検
を
行
う
。
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【
参
考
付
表
】 

　
 

　
　
　
　
　
　
　
地
域
別
の
利
用
区
分
ご
と
の
規
模
の
現
況
及
び
目
標
  

　
 

　
　
　
　
　
　
　（
単
位
：
ha）

注
１
　
 平
成
１８
年
の
区
分
別
面
積
は
、
佐
賀
県
調
べ
に
よ
る
。

　
２
　「
道
路
」
は
、
一
般
道
路
並
び
に
農
道
及
び
林
道
で
あ
る
。

３
　「
市
街
地
」
は
、「
国
勢
調
査
」
の
定
義
に
よ
る
人
口
集
中
地
区
で
あ
る
。
平
成
１８
年
欄
の
市
街
地
面
積
は
、
平
成
１７
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
集
中
地
区
の
面
積
で
あ
る
。

　
４
　
な
お
、
目
標
値
に
は
、
今
後
の
地
籍
調
査
結
果
に
よ
る
面
積
の
変
動
及
び
地
目
変
更
に
起
因
す
る
予
測
値
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。 
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